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技術資料―１ロープ・シュリンゲの結束法、プロテクションのセット法
ここで述べた結束法は本研修会で必要になる最小限のもののみです。必ずマスターしてください
（結束法の詳細はシリウスＨＰ「お役立ち情報・技術テキスト『ロープ結束』編」を参照してください）

ロープやテープは結び目に弱い！！
【１】メインロープの結束（本稿３ページ目の写真）
　（１）ハーネスへの連結＝エイトノット（通し結び）

　（２）メインロープでセットするセルフビレー＝クローブヒッチ（インクノット、マスト結び）

　　　　[特徴]比較的強度があり、長さの調節が容易。きっちり締め上げておくこと。片手でも作れるように。

　　　　［ご注意］クライマーを確保する場合のセルフビレーは必ずメインロープからセットしてください。

　　　　　　　　　所謂「タコ足」セルフビレー（ディージ・チェーンなどでのセルフビレー）は禁物です。

　（３）長い懸垂下降の場合、ロープ２本の連結＝エイトノット（束ね結び）。結び目の末端は１ｍ程度残すこと。

　　　　[特徴]ロープ回収の際、岩角などに引っ掛かることが少ない。

　（４）万が一確保器や下降器を無くした場合のﾌﾞﾚｰｷﾝｸﾞ＝ハーフ・クローブヒッチ（ﾑﾝﾀｰﾋｯﾁ、半マスト結び）

　　　　［特徴］ビレーデバイスや下降器が無くても確保や懸垂下降が可能（ただし、次善の策）

【２】シュリンゲの結束　（本稿３～ページ目の写真）
　（１）一本のロープで環シュリンゲを作る結束法＝ダブルフィッシャーマン

　（２）一本のテープで環テープシュリンゲを作る方法＝テープベンド（ロープでは絶対に作らないこと）
　　　　[ご注意]自作のシュリンゲは強度が弱いという欠点がありますので、なるべくソウンテープシュリンゲを

　　　　　　　　使用してください。潰れたハーケン穴などに通す必要がある場合もありますので、細いダイニー

　　　　　　　　マのテープシュリンゲも必要です。(無ければ次善の策としてφ４ミリ程度のロープシュリンゲで

も良いが、これは圧倒的に強度が弱いので、衝撃力が働くような場合には使用不可）。

　（３）フリクションノット（メインロープに巻きつけて、加重が掛かった場合に摩擦で止まる結束法）
　　　　フリクションノットには幾つかの結束法がある。「プルージック」、「クレムハイスト」、「マッシャー」、

「バックマン」、「スネークノット」など。今回は次の二つを完全にできるようにしてください。
①「マッシャー」＝懸垂下降時のバックアップなど。

　　[特徴]作り方が簡単で、解除も容易である。フリクションノットの優等生。
②「プルージック」＝今回はビレーヤーが脱出する場合のメインロープの固定のためのみに使用する。

　　[特徴]上記の場合は片手しか使えない場合がある。片手で結束できるフリクションノットは「プルー
ジック」のみ。ただし、この結束法は結び目に掛かる強いテンションがメインロープを破断す
る危険性があること、及び、巻きつけられる側のロープに対して巻きつける側のシュリンゲの
径が１／２以下でないと効きが甘いこと、一旦テンションが掛かった後は解除が困難なことか
ら、最近は特殊な用途以外には使用されないようになってきている。（プルージック専用の柔ら
かい「プルージック・コード」も発売されているが、基本的性質は同様なので、一般的にはオ
ススメできない）。

【３】支点の作り方 （本稿３～４ページ目の写真）
　（１）クライマーを確保する時のセルフビレー（トップの確保の際もセカンドの確保の際も基本は同じ）
　　　　①できるだけ壁に近く、かつ足場が安定している場所で、できれば胸以上の高さの支持力が充分な壁側の
支点を選ぶ。支点は２ケ所以上が望ましい。ペツルなどの埋め込み支点は強度があるが、ハーケンやリ

ングボルトの場合は腐食している場合が多いので要注意。

[ご注意]従来はビレーヤーの後方に支点を作る場合が多かったが、これだと、クライマーが墜落した場

合、ビレーヤーのセルフビレーに直接テンションが掛かり(即ち、メインロープと確保支点の間

がピンピンに張られる)、この結果支点が破壊したり、プロテクションの最上段が破壊されたり

して確保システム自体が破壊される危険が大きい。そのようなことから、最近では壁側に支点

を作り、クライマーが墜落した場合にはビレーヤーの体重で（上に引かれて）ダイナミックに

止める方法に変わってきている。同様にかって採用されていた確保の「ディレクション」法も
現在では危険が多いとされている。

※「ディレクション」法＝確保ロープのできるだけ地面寄りにプロテクションをセットして、

　　テンションの方向を下向きに変える方法。
　　　　②二つ（以上）の支点にシュリンゲを通す。支点には別々のカラビナを通し、これにシュリンゲを通す。

テンションの向きが予め決っている場合には、（ａ）別々のシュリンゲを２本使いこれを安全環付きカラ
ビナで束ねるか、また２本のシュリンゲを結び合わす。テンションの方向が定かでない場合には（ｂ）
流動分散とする（所謂片方のシュリンゲをヒネルやり方）。ただし、（ｂ）の流動分散は一方の支点が破

壊された場合には、もう一方の支点に大きな衝撃加重が掛かるので、両方の支点の強度が充分にありと

確認された場合以外は使わない方が安全。
所謂「橋渡し掛け」は絶対にやってはいけない。
        ③シュリンゲが作る三角形の下の頂点の角度は６０度以内にする。この角度が大きいと折角支点に分散し

た力が小さくならない。角度が小さいほど力を分散させることが出来る。支点に掛かる全体の力を「１」とした場合、各支点に掛かる力は30度＝0.52、60度＝0.58、90度＝0.71、120度＝１、180度＝無限大。

　　　　④支点に掛けたカラビナに「テコの原理」が作用する場合には、カラビナを使わず、穴に直接シュリンゲ

を通し、このシュリンゲにあらためてカラビナを掛ける。

　　　　⑤支点から出ているシュリンゲ末端の安全環付きカラビナに自分のハーネスから出ているメインロープを

クローブヒッチで連結する。メインロープの長さを調節した後、結び目をきっちりと締めあげておく。
支点シュリンゲ末端の安全環付きカラビナとハーネスを結んだメインロープの長さは、手が安全環に届

く長さの範囲内にすること（ビレーヤーが脱出する場合に、このカラビナに手が届かないと脱出の作業

ができない）。

　（２）ピッチ終了点でのトップのセルフビレーの作り方とロープの操作
　　　①とりあえず、「タコ足」セルフビレーをどこかにセットして自分の身を確保する。

　　　　以降の作業は次に行う過程によって異なる。

　　　②引き続き次のピッチに登る場合。
　　　　上記（１）と同様にセルフビレーをメインロプからセットする。支点の位置は必ず壁側の胸以上の位置に。

　　　③ロアーダウンする場合、またはトップロープにセットする場合。

　　　　二ツ以上のしっかりした支点にカラビナを通し、これにそれぞれ別々なシュリンゲ（ヌンチャクでも可）

　　　　を通して２本のシュリンゲにカラビナ二枚（安全環ナシ。ゲートはそれぞれ逆向き）をセットしてメイン

ロープをこれに通す。シュリンゲ２本の末端位置が同じになるようにそれぞれのシュリンゲの長さを調節

すること。
　　　④懸垂下降で降りる場合。

　　　　二つ以上の支点に直接別々なシュリンゲを掛け、両方のシュリンゲに直接懸垂ロープを通す。カラビナを使ってもよいが、このカラビナは回収できない。
　　　⑤いずれの場合でも、残置されているアンカー、シュリンゲ、リング、カラビナなどは安全性が充分に確認されない限り使ってはいけない。新たに自分のもので作ること。ペツルのアンカー、丈夫な鎖、丈夫なリングは比較的安全。

　　　⑥シュリンゲの長さが足らない場合のシュリンゲ同士の連結はカラビナで繋ぐこと。輪ゴム結びなどは絶対にしてはいけない（強度が極端に弱くなる）。また使うシュリンゲはできれば同じ材質のものが良い。
【結束法の図】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クローブヒッチ（インクノット）↓
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エイトノット（束ね結び）↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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ハーフ・クローブヒッチ(半マスト結び)↓
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダブルフィッシャーマン↓　
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マッシャー　↓
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テープベンド⇒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プルージック↓
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【支点の作り方の図】（セルフビレー）
　　　　　　２点からの流動分散（ヒネル）　　　　　　　　　　　　固定分散の方法―１
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　　固定分散の方法―２　　　　　　　　　　　　　　　　　絶対にやってはいけない「橋渡し掛け」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テコの力が働く場合
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【４】リード

リードはトップロープと異なり、自分でプロテクション
をセットしながら登攀する。従って次のプロテクション
をセットするまでは、墜落すれば最終のプロテクション
から伸びているロープ長の２倍の距離を堕ちることにな
るので、この間は堕ちないように慎重に登ることが肝要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（トップロープとリードの違い）
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【５】プロテクションのセット法
　　プロテクションはランニング・ビレー（ランナー）とも言い、リード（トップ）が万が一墜落した場合に停止
できるため[image: image14.jpg]


の安全装置である。リードはこれを適宜セットしながら登って行く。
（１）プロテクションは通常はクイックドローセット（所謂

　　　ヌンチャク）を支点にセットして作る。

（２）①プロテクションはこまめにセットすること。
またできるだけ早い段階からセットすること。

　　　（グランドフォールの防止及び、墜落時に確保システムに

掛かる衝撃力を減少させるため）。

　　　墜落時の衝撃は墜落の距離だけでなく、それまでに出てい

　　　るロープの長さにも関係する。衝撃力は墜落係数に比例。
墜落係数＝（墜落距離）／（出ているロープの長さ）。

つまり、墜落時の衝撃力は同じ落下距離の場合でも、出て

いるロープの長さが長いほど小さくなる。

②次のプロテクションへの間隔が長くなることをランナウ
トという。ランナウトした場合には当然のことながら、
墜落距離が長くなり、それだけ衝撃も大きくなる。
（墜落係数は次図参照）。
◎リーダがセットしたプロテクションはフォロワーが回収。
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　　（３）プロテクションのセット方法（順クリップか逆クリップか？）
①クイックドローセット（ヌンチャク）とは、専用スリングの両側にカラビナがセットされたものであ

る。通常は、カラビナが自由に動くようになっている方のカラビナを支点にセットする。カラビナが固定されている方の側にはクライミングロープを通す。
　　　　　②支点（アンカー）にカラビナを通す際は、ゲートが壁に当たらない向きにセットすること（ゲート

　　　　　　が壁に押し付けられて開くのを防止するため）。即ちカラビナを支点の下側から上に向って通すか、

または、上から通した場合には半回転させてゲートを上側(天空側)にもってゆくようにすること。

　　　　　③もう一方のカラビナにクライミングロープを通す場合に、順クリップか逆クリップかということがあ

る。順・逆を間違えると、以下の危険性が生ずるから、このことは大変重要である(図－１)。
（ⅰ）クライマーが墜落した場合に、クライマー側のロープがカラビナのゲートを叩き開いていて、

クライミングロープがカラビナからスッポ抜けてしまう。これは大変危険！！(図―２)。
　　　　　　（ⅱ）クリップはクライマー側が上（天空側）にくるようにセットするが、これを逆にすると、（ⅰ）と同様なことが起きる危険性があると同時に、ロープが壁に押さえつけられて重くなる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図―２　クライマー側ロープが落ちて来て、ゲートを叩き開く）
　　　　　（図―１　順クリップ、逆クリップ）

④しかし、順か逆かというのは一概には決定できない。クライミングロープが伸びている方向、ゲート

の向き、付近の岩の状況などにより異なる。要は、墜落した場合のクライマー側ロープがカラビナを

叩き開かない方向に出ているようにすれば良い訳である(図―３)。
　　また、ゲートが湾曲しているカラビナ（ベントゲート）は叩き開かれ易いので、岩場やホンチャンでは使用しない方が安全（ベントゲートはクリップし易いが、逆にクリップし易いということはゲートが開き易いということでもある）。
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順クリップだが　　　　　　　　　　　　　　　　　逆クリップだが

　危険　⇒⇒⇒⇒⇒　　　　　　　　　　　　　　　　安全⇒⇒⇒⇒⇒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図―３）　　　　　　　　　　　　　　　　　
（「ロープ・シュリンゲの結束法、プロテクションのセット法」の項、完）
技術資料－２懸垂下降について
懸垂下降のシステムは単純なシステムですが、懸垂下降での事故は必ず重大事故になります！！
単純なだけに勘違いも多い。以下のチェックは大変重要なことです。毎回指差確認をお忘れなく。

【１】懸垂支点・懸垂システムのチェック

　　（１）懸垂の支点は、充分な強度がある２ツ以上のアンカーを使用する。アンカーが１ツの場合には、必ず

バックップの支点をセットすること。懸垂用のシュリンゲはよほど信用できるもの以外は残置シュリ

ンゲは使用せず、自分のものを使用する。丈夫なペツルのアンカーにセットされている丈夫な鎖・リ

ングは信用できる場合が多い。懸垂ロープがフリーになっている場合には、どこかに仮固定しておく。

（ロープが落下してしまったら、下降する手段を失ってしまう！！）

　　（２）懸垂ロープを支点にセットしたら、ロープの両端を束ね結びでエイトノットにし、ロープを全てループ

状に巻いて目の高さをめがけて投下する。投下の前には必ず「ロープダウン」のコールを掛ける。投下

する際にロープが落石などを誘発しないように心がけること。

　懸垂距離が長い場合にはロープ２本を連結する（太さは多少違っても可）。連結は束ね結びのエイトノ

ットできつく締め上げ、結び目の末端は最低でも１メートル程度残しておくこと。

　　（３）下降器が正しくハーネスのビレーループのカラビナにセットされており、かつ安全環が閉じられている

かどうかを確認すること。特に冬場など、ハーネスがアウターに隠されている場合には、変な箇所（例

えばギアラックなど）に下降器のカラビナが間違ってセットされていないかどうかを確認すること。

　　（４）下降器が正しく懸垂ロープの両方にセットされているかどうかを確認すること。
特に支点に太い残置ロープやシュリンゲが沢山残置されている場合には，どれが本当の懸垂ロープか混乱する場合が多いので要注意！！

（５）懸垂ロープに下降器をセットした後に、懸垂支点・懸垂ロープのセット・下降器のセット方法が間違っ

ていないかどうかをチェックし、セルフビレーを解除する前に一度懸垂ロープにテンション（全体重）

を掛けてみて、懸垂システムの安全が確認されて初めてセルフビレーを解除して下降を開始すること。

※セルフビレーの支点は、できれば懸垂の支点とは別な支点を使いたい。

　【２】懸垂下降

（１）支点に余分な衝撃を掛けないように静かにスムーズに下降すること。飛んだり跳ねたりは禁物。

　　（２）必ず革手袋をしてロープを制動すること。

　　（３）下降中は懸垂ロープが岩に引っ掛からないように、クラックに挟まれないように下降ルートを選ぶこと。

下に着いたら、先ずはセルフビレーをセットした後、後続者のためにこれらロープの状況を確認するこ

と。また、万が一に備えてロープの末端を手で保持しておくこと。下降者が万が一下降の途中で制動側

の手を離しても、下で懸垂ロープにテンションを掛ければ、制動が掛かって停止させることができる。

　【３】懸垂中の仮固定
　　　 懸垂の途中で何らかの原因で一時停止して両手を他の作業に使わなければならない場合もあるし、何らか

の原因で制動側の手が使えなくなることもあり得る。この場合の仮固定の方法。以下に一例を図示するが、

要諦は下記のとおり。

　◎エイト環に指を入れて固定する時、必ず手袋をした指でしっかりと固定すること(懸垂下降は、初めから手袋をする習慣にしておくこと。長い懸垂下降ではロープとの摩擦熱で掌がヤケドする)。
◎エイト環に指を入れると、万が一指を骨折したりする虞もあるので、カラビナとビレーループの箇所でロープを握る方法も行われている。
◎仮固定が予想される場合には、懸垂に入る前に予めワンターン用のカラビナをレッグループにセットしておく。
◎最後にエイト環の上で結ぶ時、ロープに緩みが無いようにしっかりとタイトに締めること。
◎解除する場合には結んだロープが緩まないように解除しないと、ズリ落ちるので注意。
　　　　　（図解は次ページ）

[image: image20.jpg]


[image: image21.jpg]


[image: image22.jpg]DIA MRICH
zANhTO-7
ZiED





[image: image23.jpg]


[image: image24.jpg]


[image: image25.jpg]



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（懸垂中の仮固定の一例）

【４】マルチ懸垂
　　一回の懸垂では目標地点まで届かない場合には、途中でピッチを切って、マルチの懸垂を行わざるを得ない。

　これをマルチ懸垂という。手順は以下のとおり。

　（１）懸垂支点として耐えうるアンカーがある次の地点（できればテラス、少なくてもレッジ）の少し下まで懸

垂ロープの端が届いているかどうかを確認する。

　（２）次の懸垂場所に降り着いたら、まず「タコ足」でセルフビレーをセットする。

　（３）懸垂ロープがスッポ抜け落ちないように、回収で引く側のロープの途中をハーネスか支点のカラビナにク
ローブヒッチで仮固定しておく。懸垂ロープが落下してしまったら一巻の終わり！！。一生涯テラスから

降りられない！！
　（４）回収側のロープを手繰る。溜まったロープは手でループ状に巻くか、セルフビレーのシュリンゲの上に振

り分けにして束ねて垂らす。落ちてきたロープの末端を懸垂シュリンゲに通した後、他端と一緒に束ね結

びエイトノットにする。落下したロープを引き上げながら、懸垂ロープのループを完成させる。

　（５）先ほどスッポ落ち防止のために仮固定した懸垂ロープの結び目を解除した後、ロープを投下する。

　（６）以降の手順は【１】に同じ。

【５】懸垂下降時のバックアップシステム　
　　　懸垂下降中に事故が起これば必ず重大な結果になる。大概は墜落死。支点の強度、懸垂ロープのセット、下

降器のセットなどが正しいかどうかを確認することは勿論のことであるが、万が一制動ロープを握っている

手を離しても自動的に墜落が停止できるバックアップをセットしておくことは重要である。

バックアップシステムのやり方には種々あるが、ここではセットが比較的簡単で、停止効果が高い一例を

紹介する。

（１）ハーネスの制動手がある側のレッグループにカラビナを通す。

（２）下降器の下側の懸垂ロープ（両方）に細くてしなやかなテープシュリンゲでマッシャーを巻きつけ、

　　　これをレッグループのカラビナに連結する。

（３）制動手を離せばマッシャーが利いて停止する。

（４）下降を再び開始する場合には、マッシャーを軽く握ればロープが流れ出して下降できる。
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（図版出典＝菊池敏之著「最新アルパインクライミング」
※従来は、下降器の上側の懸垂ロープにプルージックを巻き付ける方法が行われていたが、プルージックは

　一旦テンションが掛かった後では解除困難なことから、最近では使われなくなっている。

　プルージックが解除できす、立ち往生したり、やむなくプルージックシュリンゲを切断したりした話をよ

く聞く。
※懸垂に慣れたクライマーなら、バックアップは面倒で時間がかかるだけで、必要ないという意見もある。
　　　　これも、もっともなことであるが、初心者はやはりバックアップをしておいた方が良い。

【６】空中懸垂

　　垂直以上の壁を懸垂で下降する場合には所謂「空中懸垂」となる。支える足場がなく空中にブラ下がっている

状態である。子供の頃のターザンごっこを思い出して楽しい。通常の懸垂方法と同じであるが、注意点は下記。

（１）下り始めの上体を徐々に後傾するアクションに不安が生ずるが、足を充分に踏ん張って完全にハーネスに

体を預ければさほど怖くは無い。恐怖の為に腰が引けたり直立し過ぎると、足が滑って滑落する原因とな

る。ロープやハーネスなどの懸垂システムを信用して体を預け切ること。

　（２）空中ではハーネスに座った姿勢をとる。空中では足の支えが無いから、下降器の効きが甘くなるので、

　　　　制動をいつもより多めに掛ける必要がある。

　（３）万が一の場合に備えて、必ず上述のバックアップをセットしておくこと。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（「懸垂下降」の項、完）
技術資料―３確保法について
（本稿はシングルロープクライミングの場合です。ダブルロープの場合は別稿「資料―５」を参照ください）

【１】トップの確保　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図―１ｸﾛｰﾌﾞﾋｯﾁの向き）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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　　（１）セルフビレーのセット方法については、別稿「結束の方法」

（資料―１）で述べたとおり、メインロープからセットする

（クローブヒッチで）。支点は壁側の胸の位置以上にある２点

以上のしっかりした支点を選ぶこと。

支点から伸ばしたシュリンゲのカラビナの位置（クローブヒッチ
の結び目）は手の届く範囲にあること。

クローブヒッチの向きは正確に言うと図―１のとおりであるが、　　　

支点にシュリンゲを介在させている場合には余り気にする必要は無い。

　ビレーヤーの位置はできるだけ壁に近い場所が良い。壁から離れた場所に位置すると、トップが墜落

した場合に、引かれて壁に叩きつけられる虞がある。

（２）トップの確保法　　　　　　　　　　　　（図―２　トップの確保では、やってはいけない支点ビレー）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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　　　　　　所謂「支点ビレー」を行ってはいけない。

　　　　　この理由は、トップが墜落した場合に、

　　　　　クライミングロープがピンピンに張られて

　　　　　支点やプロテクションが破壊される危険が

　　　　　あること、及び、確保器が上に飛ばされて
手元から離れ、確保不能になることである。

　　　　　　トップの確保は必ずボディービレーで

　　　　　行うこと。ボディービレーとはハーネスの

　　　　　ビレーループに連結した確保器で行う確保。

　　（３）確保器について

　　　　　　確保器（ビレーデバイス）には多くの種
類がある。セカンドのビレーの場合は後述するように確保ロープから手を離しても自動ロックできるタイプのデバイスがベターであるが、トップのビレーには支点ビレーは使わないのでＡＴＣやエイト環でも充分である。なお、確保器や下降器とハーネスのビレーループを連結するカラビナは大型のカラビナ（例えばＨＭＳ型など。安全環付。オートロック３アクションタイプなど）を使うことが望ましい（確保ロープの仮固定や懸垂中の仮固定の場合に、カラビナの中にロープを通す必要が生ずるから）。

　　（４）確保の要領

　　　　　①トップのクライムスピードと動きに合わせて確保ロープを繰り出すことが肝要。余りロープを張りす

ぎるとトップの動きを邪魔することにもなるし、逆に緩すぎるとトップが堕ちた場合の墜落距離が長

くなる。適正な張り方が重要。

　　　　　②トップが微妙な位置にいる時や墜落の危険が予測される場合には、やや張り気味にする。

　　　　　③トップがプロテクションをセットする時には、クリップに必要な長さのロープを出してやること。

　　　　　　クリップが終ったらロープを張り気味にすること。

　　　　　④トップが滑落や墜落した場合には、素早く確保ロープにロックを掛けて、体重でぶら下がって止める。

　　　　　　※かって、ロープの衝撃吸収力が弱かった時代には、制動確保と称して少し確保ロープを　　　　　　　流しながら止める方法が行われていたが、ロープの衝撃吸収力が格段に進歩した現在では直ちに

　　　　　　　　ロックを掛けるのが一般的である。「流す」ということは、それだけ墜落距離が増大し、またロー

プは墜落でかなり伸びるのでグランドフォールさせる虞もある。また、一旦流れ出したロープを止

めるのは難しいので、そのまま流れてしまう危険性が多い。

【２】セカンドの確保
　（１）確保器の種類

　　　　　セカンドの確保の場合も前述のＡＴＣやエイト環も使えるが、これらのビレーデバイスには自動ロッ

ク機能が無いので「支点ビレー」には不向きである。セカンドの確保には適当な確保支点があれば、確

保ロープの手を離しても自動ロックできる確保器を使って「支点ビレー」にした方がベターである。自

動ロック機能を備えた確保器には、「ﾌﾞﾗｯｸﾀﾞｲｱﾓﾝﾄﾞＡＴＣ・ガイド」、「ｼﾓﾝ・トゥーカン」、「ﾍﾟﾂﾙ・ルベ

ルソ・キューブ」、「ﾍﾟﾂﾙ・ルベルソ」などがある。これらは勿論ボディービレーにも使えるし、また下

降器（ディセンダー）としても使えるので万能選手である（図―３）。
「ルベルソ旧タイプ」はボディービレーでは多少効きが甘い。

　　　　■自動ロック式確保器が絶対必要という訳ではない。通常のＡＴＣでも、支点ビレーには適さないとい

　　　　　うだけで、ボディービレーで確保すれば勿論ＯＫ（後述）。

　　　　　　　　　　　　　　　（図―３　自動ロック機能がある確保器の例）
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　（２）確保の方法（支点ビレー）

　　　①トップがそのピッチの終了点に着いたら、セルフビレーをセットする。セルフビレーはメインロープか

らセットする。（そこがルートの終了点の場合、そこからロアーダウンで下降する場合、そこから上に

は登らず懸垂などで下降する場合には、所謂「タコ足」ビレーでも可（この方が効率的））。

また、支点ビレーの場合には、時間を節約するためなどの理由から、ビレーヤーのセルフビレーを「タコ足」ビレーで代用する場合も多いが、これは熟達者向きで、今回の研修では「セルフビレーはメインロープからセットする」という原則を習慣づけるためにも、「タコ足」代用ビレーは用いないで下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　②確保支点の位置は胸の高さの壁側に求め、２点以上のしっかとした支点を使う。確保支点とセルフビレーの支点は、充分な強度があれば同じ支点を使ってよい。

　　　　③確保支点にシュリンゲを掛け先端にセットした安全環付きカラビを確保器のアタッチメント・ポイント（大きな方の穴）に通す。慌てていると保持用のケーブルやレテイナーに通す虞があるので要注意。

　　　　④確保ロープを確保器にロープスロットに通す。セカンド側のロープがアタッチメント・ポイント側にく
るように通さなければならない。通したロープには別のカラビナを通す。このカラビナはオーバルや
　　　　　ＨＭＳタイプのもが適している（図―４拡大模式図参照）。

　　　　⑤確保ロープを確保器にセットしたら、自動ロックが効いているかどうか（正しくロープがセットされて

いるかどうか）をチェックしておくこと。（セカンド側のロープを引いてみてロックが掛かればＯＫ）。

　　　　⑥ビレーヤーはセカンド側のロープを引き上げながら、もう一方の手で確保側のロープ（ルベルソ・キュ

ーブで言えばリリース・ホール側）を引きながら確保する。このようにすれば、ビレーヤーが確保ロー

プから手を離しても、セカンド側ロープにテンションが掛かれば、セカンド側ロープが確保側ロープを

締め付けて自動ロックが掛かる仕組みになっている（図―４。ただし、セルフビレーは便宜上「タコ足」を使用した場合のもの）。

　　※支点ビレーに自動ロック機能無しの確保器が使えないことはないが、確保器が上部にあるのでﾛｯｸしづらい。
　　　　　（図―４　セカンドの支点ビレー）　　　　　　　　　　　　　（同　拡大模式図）
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Principal materials: aluminum alloy body and nylon-
coated steel cable.

Terminology

The term “rope” can mean one or twa strands of rope.

When using half or twin ropes, each strand of rope must
Q)ass through its own separate rope slot.

Nomenclature
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（参考図＝ルベルソ・キューブ及び
ルベルソの部位名称）　⇒⇒⇒⇒

　　（３）確保の方法（ボディービレー）

　　　　　自動ロックが効かない確保器の場合（ＡＴＣやエイト環の場合）には、ボディービレーで確保する。

　　　　　勿論、自動ロック機能が付いた確保器でボディービレーしても構わない。

　　　　　①セルフビレーはメインロープからセットする。支点の位置などは支点ビレーに準ずる。
②できればセルフビレーの支点とは別の支点（胸くらいの高さで壁側）にメインロープ折り返し（ワン
　ターン）用の支点を求め、この支点のカラビナ（安全環付き）にハーネスの確保器から出ている確保

　ロープを掛けて、ワンターンさせる。つまりテンションの向きを上側に変える訳である。

　　　　　③確保の仕方はトップロープの場合と同様。

※下向きのボディービレーは非常に危険。セカンドが滑落したら引き込まれてしまうので絶対にやってはいけない。必ず上記のワンターン上向き確保でビレーすること。

【補足】セカンドビレー（支点ビレー）の場合、セカンドの滑落などで自動ロックが掛かった場合

の解除法は？

確保器に自動ロックが掛かった場合には、確保側ロープががっちり食い込まれているので、引ぱったくら

いではビクともしない。

◎「ルベルソ・キューブ」や「ＡＴＣＧガイド」の場合は、リリース・ホールに別なカラビナを突っ込み、カラビナを手前に引き上げて、テコの原理で食い込んだロックを緩めることが可能。

　　　ただし、緩んだ瞬間にロープが流れるから確保側・セカンド側両ロープをグリップビレイしておく必要がある。

◎「ルベルソ」の場合は厄介である。裏のカラビナを上に持ち上げてロックを緩めるしかないが、これには相当の力が必要で、手で引いたくらいでは動かない。裏のカラビナにシュリンゲをかけ、これを上部の支点でワンターンさせて自分のハーネスに連結した後、思い切り体重を掛けて緩める。

　　　緩んだ瞬間のロープの流れ出しを防止するために、予め確保側のロープをハーフクローブヒッチ（ムンターヒッチ）で自分のハーネスにセットして握っておくか、或いはムンター・ミュールで仮固定しておくことが必要。

【３】ビレーヤーの脱出法
　　　トップが墜落すると、通常は確保ロープがピンピンに張られ、この結果ビレーヤーが引っ張られて、ビレー

ヤーのセルフビレーもピンピンに張られる。つまり、ビレーヤーはセルフビレーの支点とトップの間のピンピ

ンに張られたロープの真ん中に身動きができない状態で取り残されている状態になる。墜落者が行動可能で、

かつ出ているロープが半分以下の場合には、ビレーヤーはそのままの状態で墜落者をロアーダウンで降ろせる

が、墜落者が行動不能になっている場合には、救助などの為にビレーヤーは墜落者を停止させた状態のままで、

確保システムから脱出しなければならない。では、どのようにして脱出するか？　以下は一例。

（１）とりあえず、ビレーロープを仮固定する（両手が使えるようにするため）。仮固定の方法は以下のとおり。

　　　①確保側ロープをロックしたままで、カラビナに２～３回巻き付ける。巻き付けるカラビナの側はゲー

トの無い方（図５-①）。巻き付けをカラビナではなく、ビレーループなどに巻き付ける方が簡単では

あるが、テンションが掛かって解除しづらいことが多い。

　　　②この巻きつけた先端をトップ側ロープに巻き結びにする。更にカラビナでバックアップをとっておけ

ば安心（図５-②）。

　　（２）次にトップ側ロープにシュリンゲでプルージックを作り、これを支点に連結する（図５-③、④）。この

場合プルージックは片手でつくらなければならない場合もあるから、日頃から片手で結べる練習をして

おくこと。また、両手が使える場合には、シュリンゲの代わりにタイブロックを噛ませば作業が簡単に

なる。ただし、タイブロックはセットの向きによっては効いていない場合もあるので、確実にストップ

されているかどうかを確認しておくこと。

　　（３）次に、先ほど（１）で巻きつけた仮固定を解除し、徐々に確保ロープを緩めてテンションを（２）で作

ったプルージック・シュリンゲに移し替える（図５―⑤）。

　　（４）最後に、ビレー側ロープでエイトノット束ね結びを作り、これを支点に連結しておく（図５－⑥）。これ

で自由の身になったので、確保器からロープを外し、メインロープのセルフビレーも解除すれば確保シ

ステムから離脱できる。

（図―５　ビレーヤーの脱出）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑出典＝菊池敏之「最新クライミング技術」

　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←出典＝保科雅則「アルパインクライミング」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※通常は確保ロープもセルフイビレーもピンピ

　　ンに張られている状態になります。
従って脱出のためのロープワークは簡単には
ゆきません。
写真や絵ではそのようになっていませんので、ご注意ください。

　　　　　　（「確保法について」の項、完）
技術資料―４マルチピッチ・クライミング

【１】マルチピッチとは？
　　　複数のピッチを連続で登攀すること。

【２】マルチピッチでのご注意
　　　（１）登攀終了点までの全部のピッチのルート（ピッチの切り方、登攀ライン）を充分に確認しておくこと。

　　　（２）ピッチを切る場所は通常は狭いテラスかレッジ（やっと立てる程度のバンドなど）が多い。

　　　　　　従って確保も不安定な場所でしなければならない。よって、確実なセルフビレー、確実な確保技術が

要求される。

　　　（３）狭い場所でビレーする必要上、ロープワーク、ロープの整理をきっちりしないと、ロープがこんがら

　　　　　　がって立ち往生することになる。トップを確保中にロープがこんがらがると致命傷になる場合が多い。

　　　（４）途中でレスト（休憩）する時間も期待できないから、それなりの体力が必要。

　　　（５）ピッチの終了点によっては、確実な残置支点が無い場合も多いので、支点の強度の確認は怠れない。

　　　　　　また、支点を臨機応変に作る技術も必要。

　　　（６）そのピッチの難易度によって、そのピッチのリーダー（※、リードする人）を決めること。通常はピ

ッチ毎に交代でリードするので、難しいピッチのリーダーが上級者になるように第１ピッチのリーダ

ーを決める。

そのピッチだけでなく、次のピッチをどちらがリードするかも事前に決めておくことが必要。何故

ならば、後述するようにピッチ終了点で、次のピッチをどちらがリードするかによってロープ操作が

異なってくるからである。

　　　　　　（注）※クライミングに於いては、「リーダー」とは所謂「パーティーのリーダー」という意味ではな

く、そのピッチをリードする人ことをいう。これに対してフォローで登る人を「フォロワー」

という。従って、ピッチによってお互いにリーダー、フォロワーになりうる。（「パーティーの

リーダー」は不変）。下表にその概念を示す。本稿では「リーダー」という用語をクライミング

用語の範囲で使用します。

	    （概念上の区分）
	（１人目の呼称）
	（２人目の呼称）

	ピッチ登攀役割上の順位
	リーダー（行為はﾘｰﾄﾞ）
	フォロワー（行為はﾌｫﾛｰ

	　　　　同　順番
	　　　トップ
	　　セカンド（サード）

	登攀システム上の状態
	クライマー（行為はｸﾗｲﾑ
	ビレーヤー（行為はﾋﾞﾚｰ


　　　　

【３】登攀前の相互確認事項
　　（１）ロープ結束の相互確認、必要ギアの確認

（２）登攀ライン、ランナーをセットする支点

　　（３）合図の仕方

　　（４）次のピッチを誰がリードするか？

　　
【４】リーダーがピッチ終了点に着いたら　

リーダーがピッチ終了点まで到達したら、以下の作業を順番に行う。
(１)まず、メインロープからセルフビレーをセットし、自己確保の安全が確認されたら、ビレーヤーに対して
　「ビレー解除」のコールを掛ける。隣のルートに他のパーティーがいて壁が輻輳している場合には他のパー
　　ティーとの混線を避けるために、コールの頭に相手の名前を付加すること(「○○さん、ビレー解除!」)。

 (２)セカンドを確保する準備を行う。セカンドの確保は、確実な支点が胸の上方にセットできれば、支点ビレーが一番良い(この場合は確保器は自動ロック機能があるものを使う。ATCでは制動手が上がりにくくロックがやりにくい)。或いは、上方の支点にディレクション(方向変換)をとって、折り返し(ワン・ターン)のボディービレーをすることもできる (この場合はＡＴＣでも可)。
下向きのボディービレーは姿勢が安定せず危険。
（３） ロープの束ね方・・・セカンド側からたぐり寄せるロープはセルフビレーロープの上に束ねて左右に振り分けにすること。地面に置いたり、下に垂らしたままにしておくと下に滑り落ちたり、ロープが混乱して危険。こんがらがったロープは次のピッチで繰り出せなくなる。繰り出せないということは、トップが途中で立ち往生する結果になることを意味し、また、ビレーヤー自身のセルフビレーも怪しくなっているということである。このような状態ではトップが墜落しても確保することができないし、行き詰まったトップがクライムダウンすることもロアーダウンすることも不可能になる。従ってロープの束ね方はマルチピッチ・クライミングで最も重要なポイントと言っても過言ではない。ロープの混乱は、リーダーがフォロワーを確保しつつ束ねたロープを、次のピッチでビレーヤーに渡す時の収受状態（下記【５】－（２））の前半部分）がきれいになっていないことによる原因が大半であるから、ロープの受け渡しには特に留意願いたい。
　私も何回かこのようなミスを起こしているが、こうなったら登るどころではなく、窮屈なセルフビレーにぶら下がってハーネスからメインロープのエイトノットを解除して、輻輳したロープの混乱を直し、再びハーネスに結び直すことになる。時間と体力のロスだけでなく、非常に危険な作業になる。このような状況になると、慌てている上に頭も混乱してきてロープ操作のミスが起こりやすい。間違ってセルフビレーを外したりすると大ごとになる（墜落死！！）。このようなことを防止する上でも、セルフビレーのバックアップをセットしておきたい。以上、多少時間が掛かってもロープの束ねと受け渡しは慎重にお願いしたい。
【５】セカンドがピッチ終了点に着いたら　
（１）セカンドのセルフビレーの仕方(セカンドが登り着いてセルフビレーをセットする時)
◎セカンドが次のピッチもビレーヤーをする場合には、メインロープからセルフビレーをセットして
　　トップ確保用の支点とする。
◎逆にツルベ(セカンドが次のトップとなる)の場合にはセカンドのセルフビレーは一時的なセルフビ
　　レー(スリングなどでのタコ足)で可。登る順番を考えて、スリングやカラビナのセットは、先に
　　出る人のものが上側にくるようにセットすること。

（２）次のピッチに進む準備(セカンドが登り着いてセルフビレーをセットした後に)
　　　　　■前のピッチをリードした人が、次のピッチもリードする場合
　　　　　　トップは確保器を解除し、セカンドは回収してきたギアをリーダに渡す。この時、落としたりしない
　　　　　　ようにセカンドはギアを整理して丁寧にリーダーに渡すこと。ギアを落とすということは、これから
　　　　　　先のピッチのギアに不足を来すということと同時に、下にいるかも知れない他のパーティーに危害を
　　　　　　加えることにもなる。リーダーはセルフビレーロープの上に束ねていたロープをひっくり返して(上下
　　　　　　を逆にして)セカンドのセルフビレーロープの上に渡す(スムーズにロープを出すため)。ロープがごち
　　　　　　ゃごちゃになっている場合には束ね直すこと。セカンドは確保器をセットする(ボディービレーで)。
　　　　　■前のピッチのセカンドが次のピッチをリードする場合
　　　　　　前のリーダー(このピッチのフォロワー)が束ねたロープはそのままで良い。前のリーダーは、支点ビ
　　　　　　レーを解除し、ボディービレーにセットし直す。

（３）お互いのロープ連結が正しいかどうかを相互チェックした後、トップはセルフビレーを解除して登り始
める。
（４）できるだけ早く第1番目のプロテクションをセットする。セットできない場合には、ビレー点（一番上
側の）を第１番目のプロテクションにするとよい。

（５）以降のマルチピッチの操作は以上を繰り返すことになる。
（「マルチピッチ・クライミング」の項、完）
技術資料―５ダブルロープ・クライミング
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【１】ダブルロープ・クライミングとは？
（１）クライマーとビレーヤーを連結しているロープが
１本ではなく、別々に２本のロープで結ばれている

　　　　クライミングの種類をいう。これに対して、１本の
場合を「シングルロープ」、２本を束ねて使う場合を
「ツインロープ」という。
　　（２）どのような場合にダブルロープを使用するのか？
①岩場の形状が複雑で、支点が左右に散らばって
いる場合（主にこの場合が大半）
　　このような場合には、シングルロープではロー
　プ・ライン(プロテクション)がジグザグになって
　ロープが流れにくいし、落ちた時に振られる。
　また、ロープの屈曲が激しい場合には墜落で支点が
　破壊されたりロープが破断される危険がある。
（このような場合は、ロープがプロテクションに引っ
　かかってしまってロープが伸びず、恰も墜落係数が
　増大するのと同様の効果を生む）。
②岩の形状が尖っている場合には、ロープが破断する危険がある。ダブルロープにすれば１本が破断し
　ても、他の１本で停止させることができる。
③3人のパーティーでは、同時に2人がセカンドとして登ることができる。(厳密に言えばこのような
　登り方をする場合にはロープはシングル仕様2本を使うこと)
④５０ｍロープ一杯のピッチがある場合、懸垂下降をする羽目になった時にはロープ2本があれば懸垂
　も簡単である(1本でも降りられる方法はあるが・・・)。

【２】ダブルロープで使用するロープの種類と確保器について
（１）ダブルロープ仕様のもの（ロープ末端に「１／２」の表示がある）。通例はφ９ミリ前後のもの。
　　　勿論シングル仕様のロープを使っても構わないが、ダブルロープ仕様のロープに比べると重いのでロ
　　　ープ操作やロープ引き上げがしづらい。
（２）ダブルロープは同じメーカーの同じ仕様の同じ長さの同じ直径のロープで、色違いのロープを使用す
　　　るのがベストである。少なくても直径と長さだけは合わせておいた方が良い。何故ならば、2本のロ
　　　ープの直径や柔軟度が違っていると操作がしにくいし、長さが違っている場合にはピッチを切った際
　　　に、長い方のロープを余分に引かねばならない。また、ロープ残量をリーダーに告げる時、間違い易
　　　い。2本のロープの色は区別し易い色にすること。
（３）確保器は、エイト環やシングルロープ仕様のものを使用してはならない。ロープを通す穴が二つ付い
　　　ている確保器を必ず使用すること。

【３】ダブルロープのアンザイレン法 
（１）巻いてある2本のロープを解き、それぞれのロープの両方の末端が分かるように並べて、本体を束
　　　にして並べる。この時、クライマー側のロープが束の上側にくるようにしておかないと、スムーズに
　　　ロープが出ない。また束にする時にロープのキンクやこんがらがりを直しておくこと。
（２）お互いに右左の色を確認してアンザイレンするが、左右のロープが交差しないように(常に並行に出
　　　るように)注意する。2本のロープの束の位置もビレーヤーの確保器に入る側が交差しないような(並
　　　行に入るような)位置に置くこと。
（３）ハーネスへの連結法はシングルロープの場合と同じであるが、２本のロープをビレーループの左右に
　　　振り分けて別々に連結する。

【４】ビレーヤーのセルフビレーのセットの方法と確保の方法
（１）支点を求める位置などはシングルロープの場合と同様である。
（２）セルフビレーはメインロープ２本でセットするが、できなければ１本でも可。
（３）確保する際、２本のロープはそれぞれ別の動きをするが、通常は２本同時に出し入れして構わない。
　　（極端にそれぞれのロープの動きが違う場合には別々に出し入れする必要があるが・・・）。
【５】プロテクションのセット法
（１）登攀ラインの左側の支点には左側のロープで、右側の支点には右側のロープでプロテクションをセッ
　　　トする。２本のロープが途中で交差しないように並行にクリップしてゆく。交差していると、墜落し
　　　た場合に一方のロープが他方のロープを摩擦してロープが溶融切断される危険性がある。交差する原
　　　因は次ページ図―１のように、例えば、次の支点にクリップする場合に、右側ロープの上側から左側
　　　ロープをクリップする場合が殆どである(ついつい何気なしにやり易いから注意を要する)。左側ロー
　　　プを右側ロープの下側を通してクリップすればよい。掛け違えた場合には、ズボラをせずにすぐ直し
　　　ておかないと、上に行ってから苦労することになる。
　（２）プロテクションはなるべく鉛直方向に延ばしてゆくこと。斜めになっていると、落ちた時振られる 。 
 （３）支点が登攀ラインから離れている場合にはシュリンゲを継ぎ足して長くし、ロープが屈曲しないよ
　　　うにする（これはシングルロープの場合でも同様。次ページ図―２参照）。
 （４）並列の支点が無い場合には一つの支点に両方のロープをクリップしなければならない場合が生ずる
　　　　が、このような場合には同じカラビナに両方のロープをクリップしてはいけない。ロープ同士の
　　　　摩擦でロープが溶融破断される危険性がある。別なカラビナを加えて、それぞれのロープを別々な
　　　　カラビナにクリップすること（次ページ図―３参照）。　
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　　　　　　（図＝１）　　　　　　　　　　　　（図―２）　　　　　　　　　　　（図―３）
　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（「ダブルロープ・クライミング」の項、完）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
補足　クライミング参考図書　ご紹介

（１）菊池敏之著『最新クライミング技術』東京新聞出版局　１６００円　（今回のテキスト）

　　　　　初級・中級者向き

（２）菊池敏之著『最新アルパインクライミング』東京新聞出版局　１７００円

　　　　　上級者向き、クラッククライミング、ビッグウォール、冬季登攀、レスキュー技術もあり

（３）保科雅則著『アルパインクライミング』山と渓谷社　１４５６円
初心者向き、丁寧な解説、ビッグウォール（ヨセミテなど）紹介記事もあり

（４）堤　信夫著『全図解クライミングテクニック』山と渓谷社　１４００円

　　　　　初心者向き、図解が多く分かり易い

（５）渡邊輝男編「登山技術全書⑪『セルフレスキュー』」山と渓谷社　２２００円

　　　　　岩登り、雪山、一般縦走などのセルフレスキュー技術、救急法。写真が多く分かり易い。

（６）文部省編『高みへのステップ～登山と技術～』東洋館出版　１６６０円

　　　　　古い出版なのでクライミングの技術が些か古いが、考え方が貴重な一冊、登山全般

（７）D.ゴダード&U.ノイマン著『パフォーマンス　ロッククライミング』山と渓谷社　１８００円

          クライミングのための筋力トレーニング法

（８）P.シューベルト著『生と死の分岐点』、同『続　生と死の分岐点』山と渓谷社　２６００円

　　　　　クライミングにおける「常識」の間違い、危うさについて詳細に論述。全て実際の事故例

　　　　　からの記述であるから、現実感・臨場感がある。道具、登り方。

（以下英語版）
（９）S.M.Cox & K.Fulsaas　MOUNTAINEERING～The Freedom of the Hills 7th ed.：Seattle,

The Mountaineers Books,2003　US$26.95
         １９５０年代から世界の登山技術の教科書として使われている古典的名著。最新の技術を入れて全面改訂された第７版。クライミングだけでなく登山一般。特に氷河技術の解説は貴重。

　　　　　クライミング技術・ロープワークも図解を多用して丁寧に解説されている。

（１０）M.Houston & K.Cosly ALPINE CLIMBING:Techniques to Take You Higher  ：Seattle,

The Mountaineers Books,2005　US$21.95
          岩と雪の技術教科書

（１１）A.Tyson & M.Loomis CLIMBING SELF-RESCUE:Improvising Solutions for Serious Situation
         ：Seattle,The Mountaineers Books,2006　US$18.95
          ロッククライミングのセルフレスキュー技術を問答形式で解説。シミュレーションに最適。

（１２）D.J.Fasulo Self-Rescue( a Falkon Guide) Globe Pequt Press:Guilford,Connecticut,1999 
US$12.59

          ロッククライミングのセルフレスキュー技術（ロープワーク）を図解

                                                                            　　　　     以上
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